
 

 

 
  
 
 
 
 
 

 
 

 
 

 

本年度も新入・転入会員研修

会および会員懇親会が 9月 6

日（木）午後 6 時 30 分より、

ホテル京阪 京都で開催され

ました。参加者は 69名（新

人・転入会員は 30 名）と盛

況な会となりました。 

 新人・転入研修会は、今井

会長の挨拶、小澤副会長の京

都府ならびに日本臨床検査技

師会に関する説明、荻野学術

部長の学術部活動の説明等例年通りの流れですすみましたが、研究班活動の

説明では各研究班とも若い世代への期待が高く、例年より熱を帯び予定時間

を大きく上回る熱弁が繰り広げられました。 

 会員懇親会は、ビール

を飲みながらの会食、歓

談です。そして、場が落

ち着いたところで理事紹

介がありました。新人・

転入研修会での班長の熱

弁の影響でしょうか、こ

こでも理事の挨拶が熱を

帯びとても盛り上がりま

した。相次ぐ時間押しで

残念ながら恒例のじゃん

けんバナナゲームが中止となりました。寂しげに積まれたバナナの山と、こ

のゲームが大好きな白波瀬副会長の哀愁ただよう姿が印象的でした。 

 技師会役員の熱すぎる思いを感じさせる会ではありましたが、以外にも

新人の感想では面白かったとの意見も多く、大成功の企画となりました。新

人のみならず、会員全体で京臨技を盛り上げましょう。京臨技の企画への参

加、研究班への参画等役員一同心よりお待ちしております。 
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日 時 ： 平成 24 年 5 月 10 日(木)18:30～20:20 

場 所 ： 京都保健衛生専門学校 大会議室 

議 長 ： 今井 

書 記 ： 笹田  議事録署名人 ：今井・白波瀬 

出席者 ： 会長：今井 副会長：白波瀬・小澤 

理事：青山・荻野・佐々木・笹田・髙嶋・豊山・中村・林

(孝)・林(雅)・藤崎・山田 

監事： 

顧問：田畑・清井 事務局：山方 

欠席者 ： 早瀬・岡・辻・廣瀬 

 

【平成 23 年度一般社団法人京臨技第 1 回定例理事会議事録

確認】・・・・・承認 

 

【報告・連絡事項】 

１ 役員行動報告・予定 

平成 24 年 04 月 14 日(土) 近臨技理事会 大臨技事務所 

小澤・荻野 

平成 24 年 05 月 08 日(火) 第 47 回京都病院学会 4 回実行

委員会 

COCON 烏丸・京都私病協会議室 青山 

平成 24 年 05 月 12 日(土) 日臨技都道府県用精度管理シス

テム説明会・平成 24 年度臨床検査データ標準化事業全国代

表者会議 日臨技会館 豊山・南部出席予定 

平成 24 年 05 月 23 日(水) 京臨技会計監査（京都保健衛生

専門学校） 

今井・小澤・江見監事・山口監事・山方 

平成 24 年 05 月 26 日(土) 故 油谷桂朗 先生（前京都府医

師会会長）を送る会 

ホテルグランヴィア京都 早瀬出席予定 

平成 24 年 05 月 26 日(土) 日臨技平成 24 年度定期総会 

大森東急イン 今井・小澤出席予定 

２ 日臨技報告(小澤) 

① 定期総会の招集通知（総会案内、議案書、議決権行使書、

返信用封筒）は 4 月 23 日に会員個人宛（会誌「医学検査」

送付先）に送付 

② 都道府県 JAMTIS 事務メニューにおいて 5 月 7 日から

「平成 24 年度定時総会議決権行使書未提出者リスト」を表

示する。リストは CSV ファイルでダウンロードできる。委

任状の提出を会員に働きかけていただきたい 

３ 近臨技報告(小澤) 

① 別紙報告書 

② 関西支部医学検査学会（和歌山） 

演題募集開始 詳細は平成 24 年 5 月 1 日～6 月 10 日和臨

技ＨＰに掲載 

本年度も 4 団体同時開催となる 

参加費は非会員の取扱い等意見がでたが、例年どおり会員、

非会員とも 5,000 円 

③ 近畿臨床検査技師会病理細胞検査部門研修会案内 会員へ

の案内は送付済 

テーマ：「悪性リンパ腫の基礎から診断まで」 

日程：平成 24 年 8 月 4 日(土) 13：00～17：30 

会場：大阪府立成人病センター 本館 6 階講堂（予定） 

担当：滋賀県臨床検査技師会 

④ 近畿地臨技主催事業への参加について 

京臨技会員の近畿 7 府県（京都・大阪・兵庫・滋賀・奈良・

和歌山・福井）の地臨技主催事業への会員資格での参加は、

京臨技会員証の提示が必要となる。 

本年度の会員証が発送されるまでは、会費納入済証明書を発

行し対応する。 

４ 総務部(小澤) 

① 京都第一赤十字病院を日臨技精度管理事業の基幹施設とし

て追加申請した。 

② 京都府より通知「医師国家試験等の受験資格認定の取扱に

ついて」臨床検査技師国家試験予備試験受験資格認定を行う

ための認定基準 提出書類変更点：外国人登録原票記載事項

証明書→住民票若しくは在留カード又は戸籍抄本若しくは戸

籍謄本となった。 

③ 5 月行事予定は京臨技総会案内、日臨技総会議決権行使書

案内、関西支部学会案内チラシ、近臨技より連絡文書他を京

臨技会員・賛助会員へ送付した。 

④ 6 月行事予定は京臨技施設連絡責任者・賛助会員・郵送希

望の自宅会員へ 5 月 24 日(木)発送予定。 

⑤ 京臨技会員証を 5 月末に会員宛発送予定。 

⑥ 京都府医療推進協議会第 22 回代表者会議 平成 24 年 5

月 30 日(水) 15 時～ 京都府医師会館（2 階 213 会議室）

出席予定：山田 

協議事項 次回イベントの運営について 他 

⑦ 兵庫臨技記念式典 平成 24 年 5 月 27 日(日) 15 時～ 

神戸ポートピアホテル 

京臨技総会と同一日となるので欠席。祝電を送る。 

 

【委嘱・承認事項】 

１ 会員動向(小澤)別紙報告書あり・・・・・承認 

会員総数 972 名  4 月 30 日現在 (内当年度会費未入金

76 名) 

4 月度 新入 17 名・再入 0 名・退会 35 名・転入 3 名・転

出 1 名 

（退会者が多かった理由は、昨年度末の退会者を含むため） 

２ 後援依頼・・・・・承認 

特定非営利活動法人京都がん医療を考える会 賛助更新依頼 

年会費 20,000 円 

３ フクダ電子主催講演会への後援依頼・・・・・否認 

第 3 回京都呼吸・循環器セミナー 平成 24 年 6 月 23 日

(土) 13：00～18：30 

京都テルサ東館 2 階 参加費 1,000 円 フクダ電子主催講

演会 

規約では、公益性があるものに対しては後援を認めるが、少

数の利益のためになるものに対しては認めない。 

依頼が急であったために内容を精査する時間がなく、今回の

後援は見送る。 

 

【検討議案】 

１ 京臨技定期総会について 

① 議案 

第 1 号議案 平成 23 年度 事業報告 報告の件 及び 計

算書類 承認の件 

議案提案者：今井会長・林事業部長・荻野学術部長・佐々木

理事・山口監事 

平成 2３年度一般社団法人京都府臨床検査技師会  
第２回定例理事会議事録 

 

 



 

 

第 2 号議案 平成 24 年度 事業計画案 及び 収支予算案 

承認の件 

議案提案者：今井会長・林事業部長・荻野学術部長・佐々木

理事 

第 3 号議案 平成 24 年度～平成 25 年度 理事及び監事 

選任の件 

議案提案者：今井会長 

平成 22 年 5 月 29 日開催の定期総会において選任された理

事及び監事は、定款第 24 条の規定により、今回開催される

定時社員総会終結の時をもって任期満了となり、新役員の選

任を行うべきである。今回は一般社団法人となって間もない

ため主務官庁である京都府からの指導もあり現行の役員全員

を重任させていただく旨説明する。 

② 役割分担 

・当日 

[受付]山方・青山 [司会]林 [議長]早瀬 [書記]藤崎 

[議事録署名人]今井・小澤 [記録写真]高島 [会場マイク]中

村 

[総会報告書作成]林・小澤 [府庁提出]今井・小澤 [特別講

演司会]今井 

・準備 

[参加者記入用紙][出欠状・委任状・定款・議案書][会場内吊

り看板] 

[会場入り口案内掲示][マジック等事務用品準備]林 

[記録用レコーダー]山方 [デジカメ]小澤 

２ 京臨技次年度予算について 

別紙予算案を基にメールにて意見交換し作成。 

３ 次年度役割分担について 

役員重任のため前年度理事役割分担を基本的に引き継ぐ。 

変更点は、書記を各理事持ち回りで行うようにする。 

業務改善点は、「医療推進協議会イベント」と「日臨技公益

委託事業」はイベントが重なることが多く、一部の役員が全

ての業務を行っていた。次年度からは、イベント業務と日臨

技への報告を分離し、各担当理事が行う。 

４ 24 年度新入転入研修会の内容について・・・・・継続

審議 

開催時期、研修会において学術的な講演会を実施するのか？

懇親会を同時開催するのか？意見が出されたが、次回の理事

会で検討することとなった。 

５ 京臨技会員証デザインについて 

① 表面に近畿臨床検査技師会のマークを入れる。 

② 会員番号、会員氏名を表面に入れる。 

③ 年度の部分の帯の色を年度ごとに変える。（平成 24 年度

は赤、次年度は黄、というように心電図の胸部誘導の色の順

に変える。） 

④ 裏面の 2 次元バーコードは削除。 

⑤ 裏面に近畿 7 府県の府県名（京都・大阪・兵庫・滋賀・奈

良・和歌山・福井）を入れる。 

⑥ 会員の施設名は入れない。 

⑦ 裏面に「本会員証提示により近畿 7 府県の臨床検査技師会

が主催する研修会に各府県会員扱いで参加できます。」「日

臨技生涯研修の履修登録を希望する方は日臨技会員証の提示

をお願いします。」の文言をいれる。 

６ 日臨技生涯教育推進研修会制度 

参加ポイント登録方法は、従来どおり研修会受付で参加者は

名簿へ記載し、研究班班長が日臨技へ登録する。 

参加ポイント登録は他府県では登録方法が違う場合があるの

で会員へ後日案内する。 

研修会の日臨技への登録は荻野理事が報告書を一括して提出

する。 

７ 検査データ・残余検体の教育目的使用 文書確

認・・・・・継続審議 

メールにて討議。次回理事会で最終確認する。 

 

【確認事項】 

① 研修会への賛助会員の参加は、原則として検査技師会へ入

会資格がない者のみとする。 

② 次回理事会から、会長招集で北部の委員がオブザーバーに

て出席する。 

 

【その他情報交換など】 

総会の委任状は集計後、未提出の施設へ各担当理事が電話連

絡し、提出を促す。 

 

平成 24 年度第 1 回定例理事会予定 

日時：平成 24 年 6 月 14 日(木)18:30～20:30 

会場：京臨技丸太町事務所

 

 

 

 

日 時 ： 平成 24 年 6 月 14 日(木)18:30～20:30 
場 所 ： 京臨技丸太町事務所 
議 長 ： 白波瀬 
書 記 ： 髙嶋       議事録署名人 ：白波瀬・小澤 
出席者 ： 白波瀬・小澤・荻野・佐々木・笹田・髙嶋・辻・
豊山・中村・林(孝)・藤崎・山田・廣瀬 
欠席者 ： 今井会長・早瀬副会長・岡・林(雅)・青山 
理事会招集者：田畑・清井・四方・山方 
 
【平成 23 年度一般社団法人京臨技第２回定例理事会議事録
確認】 
【平成 24 年度一般社団法人京臨技定時総会議事録確認】 
【平成 24 年度一般社団法人京臨技臨時理事会議事録確認】 
【報告・連絡事項】 
１ 役員行動報告・予定 

   平成 24 年 05 月 26 日(土) 油谷桂朗先生を送る会 
出席：早瀬 
 平成 24 年 05 月 30 日(水) 京都府医療推進協議会 第
22 回代表者会議 出席：山田 
※ イベント日程決定 平成 24 年 11 月 18 日(日) 
AM10:00～PM4:00 (11/17 準備日) 
別資料参照 
 平成 24 年 06 月 05 日(火)第 47 回京都病院学会第 5 回
実行委員会 出席：青山 
平成 24 年 06 月 09 日（土）第 47 回京都病院学会準備会 
出席：青山、藤崎 
平成 24 年 06 月 10 日（日）第 47 回京都病院学会 出
席：青山、藤崎 約 2000 名の参加 
平成 24 年 06 月 8～10（金～日）第 62 回日本医学検査学
会・日臨技第 4 回理事会 出席：小澤 
平成 24 年 06 月 16 日（土）関西支部幹事会・近臨技理事
会 大臨技事務所 出席予定：白波瀬 

平成 2４年度一般社団法人京都府臨床検査技師会  
第１回定例理事会議事録 

 

 



 

 

平成 24 年 06 月 27 日（水）第 39 回くらしと健康展 第
1 回実行委員会 京都府医師会館 
出席予定：藤崎 
 
２ 日臨技関西支部報告(白波瀬・小澤) 
   別資料参照。正式には関西支部より報告される。 
３ 近臨技報告(小澤) 
 なし 
４ 総務部(小澤) 
① 6 月行事予定は京臨技総会報告、日臨技総会報告を
京臨技施設連絡責任者、自宅会員、賛助会員へ送付した 
② 7 月行事予定は会報とともに京臨技全会員・賛助会
員・他団体へ 6 月 26 日(火)発送予定 
③ 6 月 9 日に京臨技会員証を発行した。  
④ 会誌広告案内を送付した。 
５ 事業部＆学術部 
  ９月２８日の関西支部学会の座長については決定した、
尚、演題数が少ないので協力いただきたいとの事。 
６ 北部学会について 
  １２月１日か８日の予定、会場は IT ビル、実行委員長や
内容の詳細は未定 
 
【委嘱・承認事項】 
１ 会員動向(小澤)別紙報告書あり 
会員総数  938 名  5 月 31 日現在  
5 月度 新入 21 名・再入 4 名・退会 0 名・転入 0 名・転
出 2 名 
 
２ 後援依頼 

第 13 回動脈硬化教育フォーラム・市民公開講座 後援依頼 
  平成 25 年 2 月 3 日（日）京都国際会館 
  学会長 京都大学医学部附属病院探索医療センター 横
出正之 教授 
 
【検討議案】 
１ 役割分担について 
  昨年度と役割分担は変えず分担表に継続事業番号をつけ
て作成する。 
  業務量の増えている事務所業務については、理事への業
務分担を早急に検討すすめる。 
２ 役員選出規定について 
役員選出規定については再度他団体の規定なども参考にし、
継続審議とする。 
３ 日臨技精度管理システムの京臨技精度管理調査での使用
について 
  今年度使用する県の情報を参考にし、来年度以降の検討
とする。 
４ 顧問について  
田畑顧問には続投いただき、湯浅氏就任について近日中に御
願いする事とする。（湯浅氏には後日了承いただいた。） 
 
【その他情報交換など】 
「一般社団法人」の略称は現時点では『一社』とする事とす
る。 
 
平成 24 年度第 2 回定例理事会予定 
日時：平成 24 年 7 月 12 日(木)18:30～20:30 
会場：京都保健衛生専門学校 

 
 
 

 
 
 

日時：平成 24 年 7 月 13 日(金)18:00～19:30   
場所：銀閣 
議長：今井会長   書記：豊山理事 
出席理事：今井秀一・白波瀬浩幸・小澤 優・早瀬泰行・荻野
和大・林 孝俊・豊山浩祥・中村和彦・髙嶋 徹・山田宣幸・
藤﨑 智・笹田裕司 
欠席理事：佐々木由紀子・廣瀬真理・林 雅弘・青山絹子・岡
洋一郎・辻真一朗 
理事会招集者：湯浅宗一 
 
【議事録確認】 
平成 24 年度一社京臨技第１回定例理事会議事録・・・・・
顧問数修正のうえ承認 
 
【報告・連絡事項】 
１ 役員行動報告・予定 
平成 24 年 06 月 16 日(土) 関西支部幹事会・近臨技理事会 
大臨技事務所 出席：白波瀬 
平成 24 年 06 月 27 日(水) 第 39 回くらしと健康展 第 1 回
実行委員会 
  京都府医師会館 出席：藤崎 
平成 24 年 06 月 28 日(木) 京都府糖尿病協会顧問理事会 
芝蘭会館別館 欠席：青山 
平成 24 年 07 月 03 日(火) 第 47 回京都病院学会反省会 
京都私立病院協会会議室 出席：青山 
有料参加者：1,874 名、無料参加者 218 名 会場が狭く立
ち見や入室できない参加者がいた 
平成 24 年 07 月 16 日(月) 近臨技・関西支部合同会議 大
臨技事務所 
平成 24 年 07 月 18 日(水) 第 39 回くらしと健康展 第 2 回
実行委員会 
 京都府医師会館 予定：藤﨑 
２ 日臨技関西支部報告・近臨技報告(白波瀬) 

関西支部幹事会議報告別紙 
平成 24 年度関西支部医学検査学会 一般演題 
生理検査 47 題・化学 23 題・微生物 19 題・血液 19 題・
血清 19 題・その他（管理、遺伝子、チーム医療、公衆衛生
など）20 題・輸血 8 題・病理細胞 8 題・一般 5 題 合計
168 題 
３ 総務部(小澤) 
① 7 月行事予定、京臨技会報とともに京臨技全会員・賛助会
員へ送付済 
② 8 月行事予定、京臨技会誌とともに京臨技全会員・他団
体・賛助会員へ 24 日(火)発送予定 
③ 関西支部学会（和歌山）ポケットプログラム 1,050 部を
学会事務局へ依頼 
④ 厚労省・京都府より通知 医療関係職種名簿訂正の登録免
許税見直し 
 例：結婚して姓・本籍が変更の場合 従来：２件訂正で
2,000 円 → 新：1,000 円 
 過去５年間還付申請可能  京臨技ＨＰにリンクして会員
へ案内 
⑤ 臨床検査技師賠償責任保険（株式会社ノバリ）24 年度の
途中加入月が 5 月のみだったのを 7 月を追加となった。新卒
者で技師免許登録申請が遅くなった会員も加入可能となった。 
⑥ 日臨技より生涯教育推進研修会助成金 4 件分 20 万円の
入金があった。 
４ 事業部＆学術部 
① 会報(No.45)発行 
② 関西支部医学検査学会(和歌山 9 月 29 日～30 日）の一
般演題座長候補者選出 
臨床化学  藤本一満（ファルコバイオシステムズ） 
血液    縄田俊 （いかがく） 
細胞    大上哲也（京都医療センター） 
生理    西村和司（康生会武田病院） 
生理    小原伸之（京都医療センター） 
免疫血清  四方学 （綾部市立病院） 

平成 2４年度一般社団法人京都府臨床検査技師会  
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微生物   山田幸司（京都府立医科大学付属病院） 
チーム医療 藤﨑智 （京都民医連中央病院） 
一般演題 エントリー 168 題 
③ 第 28 回（平成 24 年度）京臨技精度管理調査スケジュー
ル(豊山) 
8 月初 参加案内送付 
8 月中 参加申込み締切 
8 月末 参加費請求書発送 
9 月末 参加費振込締切 
10/16(火) サンプル発送準備 京都保健衛生専門学校 
10/17(水) サンプル発送 
11 月初 回答締切 
2 月  結果発送 
3 月    合同報告会 
 
【委嘱・承認事項】 
１ 会員動向(小澤)別紙報告・・・・・承認 
会員総数 958 名  6 月 30 日現在 
6 月度 継続入会 10 名・新入 9 名・再入 0 名・退会 0
名・転入 1 名・転出 0 名 
会員名簿所属修正 1 件あり 
２ 共催申請 
① 京阪神一般検査尿沈渣実習 With 穿刺液・・・・・事後承
認 
② 精神・神経科学振興財団 秋の「すいみんの日」市民公開
講座 2012 後援・・・・・承認 
③ 第 8 回京都桂消化器病フォーラム・・・・・承認 
 
【検討議案】 
１ 事務所体制について・・・・・承認 
山方事務員の勤務時間変更 現：13：00～17：00 新：
9：30～17：00 
事務員パート１名増員 書類整理・電話応答など簡易な作業
担当として 
新事務員の習熟にあわせ、山方の勤務時間の短縮を念頭に置
く 

事務所のあり方に関し、会長直轄で委員会を設置し早急に検
討審議を進める 
２ 表彰推薦 
① 第 41 回医療功労賞候補者 推薦委員会で候補者を選出し
ていただく。 
理事会では荻野理事が候補者として出された。 
② 公衆衛生事業功労者 推薦委員会で候補者を選出していた
だく。 
３ 京都府医療推進協議会イベント(山田) 
日程：平成 24 年 11 月 18 日(日) 場所：京都みやこめっ
せ テーマ：「在宅医療」 
出展内容：手指雑菌簡易検査にて検討中 
 
４ 日臨技国民健康増進委託事業（がん予防・STI 予防啓
発） 
① がん予防 開催期間：9 月を中心に開催 内容：自由 
10 月新入転入研修会に引き続き、市民無料公開で「がん予
防」をテーマに講演を計画 
日臨技書類作成と講演者手配、白波瀬副会長が担当 
② STI 開催期間：通年 
内容：青少年が参加する集会・講演会で予防啓発事業、教育
施設等で予防啓発事業 
秋に高校や専門学校など生徒・学生のイベントに絡めて事業
を計画する。 
日臨技への申請 実施月の 2 ヶ月以上前の月末までに申請 
委託金額 20 万円 
 
【その他情報交換など】 
平成 24 年 8 月 11 日(土)15：00 メルパルク京都 医師
会合同研究会開催 
 
平成 24 年度第 3 回定例理事会予定 
日時：平成 24 年 8 月 9 日(木)18:30～20:30 
会場：京臨技丸太町事務所 

 
 

 
 
 
 

日時：平成 24 年 8 月 9 日(木)18:30～20:30  場所：京
臨技丸太町事務所 
議長：今井秀一   書記：廣瀬理事 
出席理事：今井秀一・白波瀬浩幸・小澤 優・早瀬泰行・荻野
和大・林 孝俊・廣瀬真理・豊山浩祥・中村和彦・髙嶋 徹・
山田宣幸・藤﨑 智・笹田裕司 
欠席理事：佐々木由紀子・林 雅弘・青山絹子・岡洋一郎・辻
真一朗 
理事会招集者：四方 学 
 
【議事録確認】 
平成 24 年度一社京臨技第 2 回定例理事会議事録・・・・・
承認 
 
【報告・連絡事項】 
１ 役員行動報告・予定 
平成 24 年 07 月 16 日(月) 近臨技・関西支部合同会議 大
臨技事務所 出席：小澤 
平成 24 年 07 月 18 日(水) 第 39 回くらしと健康展第 2 回
実行委員会 
  京都府医師会館 出席：藤﨑 
平成 24 年 08 月 11 日(土) 京都府医師会合同研修会 メル
パルク京都 出席予定：荻野 
平成 24 年 08 月 11 日(土) 日臨技広報委員会 日臨技会館 
出席予定：小澤 

平成 24 年 08 月 29 日(土) 臨床検査振興協議会広報委員会 
日臨技より出席予定：小澤 
２ 日臨技関西支部報告・近臨技報告(小澤) 
関西支部幹事会・近臨技理事会合同会議報告 別紙 
３ 総務部(小澤) 
① 京臨技会誌（2012.Vol.39）発行 
② 8 月行事予定 京臨技会誌とともに京臨技全会員・賛助会
員・他団体へ送付済 
③ 9 月行事予定 京臨技施設連絡責任者・送付希望の自宅会
員・賛助会員へ 8 月 28 日(火)発送予定 
④ 日臨技生涯教育推進研修会助成金 2 件 10 万円入金あり。
合計 6 件 30 万円 
⑤ 院内感染対策講習会案内 厚労省・京都府より 別紙資料
参照 
⑥ 日本検査医学会近畿支部・日本衛生検査所協会近畿支部企
画協力依頼 別紙 
⑦ 日本プライマリケア連合会第 26 回近畿地方会案内 別紙 
⑧ 日臨技生涯教育研修制度関連の変更（3 点）別紙 
1.バーコードリーダーの仕様変更 
汎用リーダー可能に仕様変更。「ENTER」の仕様追加と従
来品は半額で購入可能 
2.履修証明書発行方法の変更 
従来京臨技で印刷送付（請求分のみ）していたものが個人ペ
ージから会員自身が印刷可能になった。 
3.修了証書発行方法の変更 
京臨技から送付が日臨技から直接郵送に変更された。 
４ 事業部＆学術部 
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くらしと健康展協力者募集(藤﨑) 
平成 24 年 10 月 28 日(日) 9:00～17:00 京都府医師会館 
募集人員 5 名 10 月理事会で最終確認 
 
【委嘱・承認事項】 
１ 会員動向(小澤)別紙報告・・・・・承認 
会員総数 968 名  7 月 31 日現在 
7 月度 継続入会 6 名・新入 3 名・再入 0 名・退会 0 名・
転入 1 名・転出 0 名 
２ 共催申請 
「病理学勉強会」後援・・・・・承認 
開催日時：平成 24 年 9 月から 12 月の月曜日（計 11 回） 
会場：堺町御池病理診断科クリニック 
主催団体：堺町御池病理診断科クリニック 
 
【検討議案】 
１ 京臨技新入転入会員研修会(髙嶋)別紙・・・・・承認 
平成 24 年 09 月 13 日(木) 18:30～19:00 ホテル京阪京
都 
・・・・・会の組織・運営・研究班活動などの説明 
２ がん予防啓発事業(髙嶋)別紙・・・・・承認 
平成 24 年 09 月 13 日(木) 19:00～19:40 ホテル京阪京
都 
「子宮頸がんは予防できる」講師：加藤順子先生（日本セル
ネット） 

・・・・・公開講演とし、ホームページに載せる。 
３ 京臨技会員交流・親睦会(髙嶋)別紙・・・・・承認 
平成 24 年 09 月 13 日(木) 19:45～21:15 ホテル京阪京
都 
会費：3,000 円程度（当日徴収） 
・・・・・１．２．３の参加者の呼びかけを理事が分担し会
員施設へ連絡 
４ ＳＴＩ予防啓発事業(小澤)・・・・・承認 
京都保健衛生専門学校学生対象の講演会 
講師「心を育てる性教育」研究会代表の深田實江子先生 
時期 24 年 12 月の予定 
５ 規程委員会設置について(中村)・・・・・承認 
・・・・・中村・白波瀬・林 雅弘・林 孝俊・田畑を委員と
する 
６ 京臨技組織運営について検討をした(早瀬) 
７ 京臨技精度管理調査の非会員施設の参加費について(豊
山)・・・・・承認 
非会員施設の参加費については昨年同額 15,000 円とする。 
 
【その他情報交換など】 
関西支部医学検査学会の参加のよびかけ(荻野) 
 
平成 24 年度第 4 回定例理事会予定 
日時：平成 24 年 9 月 6 日(木)18:30～20:30 
会場：京都保健衛生専門学校 大会議室

 
 
 
＜日本臨床衛生検査技師会主催「公開講演会」＞ 

子宮頸がんは予防できる ～子宮がん検診を受けましょう～ 
 

 平成 24 年 9 月 6日（木）にホテル京阪京都において、「子宮頸がんは予防できる」と題して加藤順子先生

（日本セルネット）に講演いただいた。 

 子宮頸がんは 20 歳代の若年層で急激にふえていること、子宮頸部細胞診によって子宮頸がん或いはその前段

階をみつけることができる。しかし、子宮頸がん検診の受検率が日本では低いことが指摘された。 

 子宮頸がんの原因ウイルスであるヒトパピローマウイルスは、性交渉によって感染する。現在、同一のパート

ナーとの性交渉のみであっても、それぞれ「元カレ（カノ）」がいて、さらにその前の「元カレ（カノ）」がい

る場合も少なくないので、感染する危険性は十分にある。そこで、ワクチン接種のによる予防効果が高いことを

示され、年配の方には自分の娘さんにもワクチン接種を進めてく

ださいとのことであった。 

 子宮がんは「ワクチン接種・検診」による予防効果が高いこ

とから、若い世代などに対し、子宮頸がんに関する正しい知識を

普及・啓発し、予防意識を高め、がんによる死亡を減らすことは

もとより「子宮を守る」ことの重要性について講演いただいた。 


